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十

一
月

一
四

日
、
日

本
共

産
党

佐
久

市
議

員
団

は
、
二

〇
一

四
年

度

の
市

民
要

望
の

申
し

入
れ

を
し

ま
し

た
。
当

日
は

市
長

が
応

対
さ

れ
（

写

真
左

）
、

井
上

尚
総

務
部

長
が

同
席

し
ま

し
た

。
 

申申 申申
しし しし
入入 入入
れれ れれ
書書 書書
    

佐
久

市
政

発
展

の
た

め
の

日
頃

の
ご

尽
力

に
感

謝
申

し

上
げ

ま
す

。
こ

の
間

、
私

ど

も
が

申
し

入
れ

ま
し

た
市

民

要
望

実
現

に
つ

き
ま

し
て

ご

尽
力

い
た

だ
き

感
謝

致
し

て

お
り

ま
す

。
 

と
り

わ
け

佐
久

地
域

の
地

域
医

療
の

要
と

な
る

佐
久

総

合
病

院
佐

久
医

療
セ

ン
タ

ー

の
建

設
、

長
年

の
市

民
要

望

で
あ

っ
た

ひ
ま

わ
り

保
育

園

の
社

会
福

祉
法

人
の

認
可

な

ど
安

心
、

安
全

の
ま

ち
づ

く

り
が

前
進

し
て

い
ま

す
。
 

一
方

、
合

併
特

例
措

置
の

期

間
が

ま
も

な
く

終
了

を
迎

え
る

に
あ

た
り

、
次

世
代

に
負

の
遺

産
を

残

さ
な

い
よ

う
公

共
事

業
を

厳
選

し
、

健
全

な
財

政
運

営
が

求
め

ら
れ

て

い
ま

す
。
 

栁
田

市
政

も
２

期
目

に
入

り
、

市
長

の
公

約
で

あ
る

住
み

よ
い

町
日

本
一

を
目

指
し

て
の

公
約

の
具

体
化

を
す

る
機

会
だ

と
考

え
ま

す
。

市

政
執

行
に

当
た

り
、

な
に

よ
り

も
市

民
の

目
線

に
立

ち
、

切
実

な
市

民

要
望

を
実

現
さ

れ
ま

す
よ

う
こ

こ
に

申
し

入
れ

致
し

ま
す

。
 

 

要要 要要
    
望望 望望
    
事事 事事
    
項項 項項
    

１１ １１
、、 、、
総
務
関
連

総
務
関
連

総
務
関
連

総
務
関
連
    

（
１

）
消

防
施

設
・

設
備

に
つ

い
て

は
、

消
防

法
を

遵
守

し
「

佐
久

市

消
防

施
設

等
整

備
事

業
補

助
金

要
綱

」
を

見
直

し
、

全
額

公
費

負
担

を
 

２２ ２２
、、 、、
教
育
関
連

教
育
関
連

教
育
関
連

教
育
関
連
 

（
１

）
学

校
が

義
務

的
に

徴
収

す
る

教
材

費
の

父
母

負
担

を
な

く
し

、

公
費

で
の

負
担

を
 

（
２

）
学

校
給

食
施

設
整

備
に

つ
い

て
 

①
 
佐

久
城

山
小

学
校

の
給

食
調

理
室

の
早

期
改

築
を

（
自

校

方
式

の
存

続
）
 

②
 
市

内
各

給
食

セ
ン

タ
ー

の
施

設
整

備
を
 

（
３

）
会

館
・
会

場
を

使
用

す
る

際
の

減
免

適
用

団
体

を
登

録
制

に
し

、

減
免

申
請

の
簡

略
化

の
検

討
結

果
は
 

（
４

）
医

師
不

足
の

解
消

、
地

域
医

療
を

守
る

た
め

、
近

隣
で

も
実

施

し
て

い
る

医
学

生
修

学
資

金
貸

与
制

度
の

新
設

を
 

（
５

）
現

行
の
奨

学
金

制
度

を
地
元
企

業
へ
就
職

し
た

際
の

免
除

制
度

の
創

設
を
 

３３ ３３
、、 、、
建
設
関
連

建
設
関
連

建
設
関
連

建
設
関
連
    

（
１

）
市

内
公

園
等

の
公
衆
ト
イ
レ

を
す
べ

て
冬
季

使
用

可
能

の
設

備

に
す

る
こ

と
 

（
２

）
平
尾

山
公

園
の
維
持
管

理
費
及
び

市
有

施
設

の
無
償

貸
与

に
つ

い
て

は
、

市
内

の
他

の
公

園
と

の
整

合
性

を
考
慮

し
、

見
直

し

を
 

４４ ４４
、、 、、
経
済
関
連

経
済
関
連

経
済
関
連

経
済
関
連
    

（
１

）
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム

補
助

制
度

の
補

助
対
象

の
拡
充

を
 

（
２

）
佐

久
市

の
農

業
・

医
療

等
に
深
刻

な
影
響

を
与

え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に

参
加

し
な

い
よ

う
、
国

に
意

見
具

申
を
 

５５ ５５
、、 、、
社
会
福
祉

社
会
福
祉

社
会
福
祉

社
会
福
祉
    

（
１

）
福

祉
医

療
に

つ
い

て
 

①
 
国
・
県

に
お

い
て
窓
口
無
料

化
を

実
施

す
る

よ
う
意

見
具

申
を
 

②
 
障
害
者

医
療

給
付

の
所
得

制
限

を
な

く
す

こ
と
 

（
２

）
国

民
健
康

保
険

に
つ

い
て
 

①
国

保
特
別

会
計

の
基

金
を
取

り
崩

し
、
国

民
健
康

保
険
税

は
１

世
帯

１
万
円

の
引

き
下

げ
を
 

②
国

保
証

の
短

期
保
険
証

・
資
格
証
明
書

の
廃
止

を
 

（
３

）
介
護

保
険
料

に
つ

い
て

、
国

の
負

担
割

合
を
増
や

す
よ

う
意

見

具
申

を
 

（
４

）
要
介
護

３
以

上
の
介
護
者

に
対

し
、
介
護
慰
労

金
事

業
の
復
活

を
 

（
５

）
重

度
心
身
障
害
者
在
宅
サ

ー
ビ
ス

の
一
環

と
し

て
の
空
床
利

用

型
短

期
入
所

事
業

を
市

立
病

院
で

あ
る
浅

間
総

合
病

院
で

実
施

を
 

（
６

）
福

祉
的
就
労

施
設

の
新

設
を
 

（
７

）
子

育
て
支
援

と
し

て
の

保
育

園
 

 
 

に
対

す
る
支
援
策

に
つ

い
て
 

①
 
保

育
料

は
、
同
時

入
園

の
制
限

を
な

く
し
第

２
子

は
半

額
、
第

３

子
以

上
は
無
料

に
 

②
 
佐

久
市

保
育
所
通

園
費

補
助

金
交
付

要
綱

を
改

め
、
通

園
距
離

に

応
じ

て
支

給
を
 

（
８

）
難

病
患
者

等
激
励

費
の
拡
充

と
交
通

費
の
支

給
を
 

（
９

）
子

ど
も

の
医

療
費

は
、

早
期

に
高

校
卒

業
ま

で
無
料

化
を
 

（
１
０

）
世
界
最
高

健
康
都

市
を

め
ざ

す
佐

久
市

と
し

て
、
婦

人
が
ん

検
診

は
、
隔

年
で

な
く
毎

年
実

施
を
 

（
１

１
）
高
齢
者

の
給

食
サ

ー
ビ
ス

は
該

当
す

る
希

望
者

全
員

に
配

食

を
 

（
１

２
）

特
別
養
護
老

人
ホ

ー
ム

の
増

設
を

し
、

入
所
待

機
者

の
解

消

を
 

（
１

３
）

生
活

保
護

が
必

要
な

人
が
漏

れ
な

く
利

用
で

き
る

よ
う

「
福

祉
の

し
お

り
」

に
制

度
の
紹
介

を
掲
載

す
る

こ
と
 

６６ ６６
、、 、、
民
生

民
生

民
生

民
生
・・ ・・
環
境
関
連

環
境
関
連

環
境
関
連

環
境
関
連
    

（
１

）
同
和

対
策

事
業

は
終

結
し

、
団

体
補

助
金

は
支

部
会
計

ま
で
精

査
し

、
廃
止

を
 

（
２

）
ご

み
問
題

に
つ

い
て
 

①
 
ご

み
の

減
量

化
を

全
市

の
運
動

に
 

②
 
廃

食
油

の
資
源

化
を

佐
久

市
と

し
て

進
め

る
 

③
 
生

ご
み

は
焼
却
せ
ず

、
飼
料

化
、
堆
肥

化
、
乾
燥
処

理
な

ど
に

よ

り
減
量

化
を
 

④
 
埋

立
て

ご
み

は
資
源

化
を

目
指

し
て
分
別

の
再

検
討

を
（
乾
電
池

、

硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

な
ど

）
 

（
３

）
温
水
利

用
型

健
康

運
動

施
設

は
、

地
元
還
元

施
設

に
ふ

さ
わ

し

い
施

設
に

見
直

し
を
 

  

福
祉

灯
油

の
購

入
補

助
を

申
し

入
れ
 

 
日

本
共

産
党

佐
久

市
議

団
で

は
十

一
月

十
四

日
の

市
民

要
望

の
申

し
入

れ
と

あ
わ
せ

、
「

福
祉
灯
油

の
購

入
補

助
」

を
申

し
入

れ
ま

し
た

。
昨

年
は

一
月
末

の
申

し
入

れ
で

し
た

が
、
２

月
に
臨

時
市

議
会

が
開
か

れ
、
要

望
が

実
現

し
ま

し
た

。
今

年
も

厳
し

い

寒
さ

が
予
想

さ
れ

、
引

き
続

き
補

助
が

望
ま

れ
て

い
ま

す
。
 


